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東方ユ ダヤ 史 か ら見 た マ ル ク ・シ ャ ガ ール

　　　　　　　　　　　　　　　　 角　　 伸　明

　偶像崇拝禁止 の た め に 視覚芸術 を禁 じ られ て い た ユ

ダ ヤ 人 の 中か ら 19世紀末 か ら 20世紀初頭 に か け て 画

家 が一・
挙 に 出現 し始 め た。そ の 中 に マ ル ク ・シ ャ ガ ー

ル は い た 。 19世紀末 の 東欧出身 ユ ダ ヤ 人画家 出現 の

理 由 は ， 律 法 に 基 づ い た ユ ダ ヤ の 伝統的生 活か ら離 れ

て 非 ユ ダヤ LW界 に 適応 して 行 くユ ダ ヤ啓蒙主義＝ハ ス

カ ラーの 浸 透 に 求 め られ る 。 シ ャ ガール の 生 活史 に は

ハ ス カ ラ
ー

の 影 響 が 刻 印 さ れ て い る。父 の 代 に セ ガー

ル か ら シ ャ ガ
ー

ル へ と ロ シ ア 風 に 改姓 さ れ ，
マ ル ク は

ロ シ ア 人 中学校 に 入学 して 学び，絵画 と運命的 な 出会

い を行 っ た 。
ハ ス カ ラ

ー
の 浸透が 画家 シ ャ ガ

ー
ル 誕生

の 社 会 的 前 提 で あ る 。 しか し，シ ャ ガ ール の 絵 に は ユ

ダ ヤ の 伝統的生 活 や ユ ダ ヤ文化の シ ン ボ ル が 多 く現 れ，

イ デ ィ ッ シ ュ 語慣用句に 基 づ く構図が使用 さ れ て い る 。
ハ ス カ ラ ー

の 影 響 で 現 れ た ユ ダ ヤ 人 画 家 の 中で も シ ャ

ガ ール は そ の ユ ダヤ 性で 際 立 つ
。 シ ャ ガ ール 絵画 に 独

特 の ユ ダ ヤ 的特徴 を与 え た 力 は 18 世紀後半 か ら東欧

の ユ ダヤ 社会で 信仰 さ れ た ハ シ デ ィ ズ ム と い うユ ダヤ

神秘主義 で ある。シ ャ ガ ー
ル 家 は 代 々 ハ シ デ ィ ズ ム 信

者で あ り ， シ ャ ガー
ル の 絵 に は ハ シ デ ィ ズ ム 的感性が

溘 れ て い る。 代表 作
『
私 と村』 に 明白 で あ る。シ ャ

ガ ール は芸 術的感性 の 面で は ハ シ デ ィ ズ ム に よっ て 生

み 出 さ れ た 芸術家 と言 え る 。 従 っ て ， シ ャ ガール を文

化史的 に 見 る場合，ハ ス カ ラーとハ シ デ ィ ズ ム の 二 つ

を 考慮 に 入 れ な け れ ば な ら な い が
， 従来 ハ ス カ ラーは

合理主義的思潮，一
方 ハ シ デ ィ ズ ム は民 衆 を愚昧化す

る非合理 主 義的思潮 と考 え られ，相対立す る と 考 え ら

れ て い た。しか し， ボ グ ダ ン ・フ メ リニ ツ キ
ー

の 乱以

後 の 東方 ユ ダヤ 史 の 展開 を追 え ば ， 両者 はユ ダ ヤ 正 統

派へ の 信仰 が 崩壊 した 後 に 同時 に 現 れ た 忠 潮 で あ り，

両者 と もユ ダヤ 神秘 主 義 を源 とす る こ とが 分 か る。18

世紀後半 に ハ ス カ ラ ーは ドイ ツ ユ ダヤ 社会 に 広 ま り，

ハ シ ディ ズ ム は 農奴制下の ロ シ ア ・東欧 の ユ ダヤ社会

に 広 ま っ た 。こ の 仲 の 悪 か っ た 兄 弟的思 潮 が 19世 紀

末 ロ シ ア の 反 ユ ダ ヤ 的環境 の 中で 和解 す る 歴史的展開

を 辿 り，
ロ シ ア の ユ ダ ヤ 人 は イ デ ィ ッ シ ュ 文化 と ユ ダ

ヤ性 を保持 しな が ら非 ユ ダ ヤ世界 に 適応 す る ユ ニ
ー

ク

な ユ ダ ヤ 精神 を形 成 した。そ の 精 神 は，ブ ン ド とい う

民族運動，イ デ ィ ッ シ ュ 文学 と演劇の 興 隆 ，
ユ ダヤ 美

術 運 動 を生 ん だ 。 シ ャ ガー
ル 絵画 は 文化史的 に 見 れ ば

19 世紀末 に ロ シ ア 的 現 実 の 中で 形 成 さ れ た ユ ニ
ー

ク

な ユ ダ ヤ 精神 の 成果 で あ る。

　　　　　　　　　 （か く　 の ぶ あ き，同志社大学）

ドス トエ フ ス キーに おけ る 「大洋」 の 譬え ：思考の伝

達 の 問題

　　　　　　　　　　　　　　　　 加　藤　純 　子

　ロカ ラ マ ーゾ フ の 兄弟』 に は 世界 は
「
大洋」 の よ う

に 触れ合っ て お り，

一
端 に 触 れ れ ば別 の

一
端 に 伝 わ る，

と の 表現 が あ る。「罪 と罰 』 で は 「大 洋」 は
「
底 な し

の 海」 ，

「
永遠の 孤 立 」 と並 べ られ ， 果 て し な く続 く孤

立 の 状態を表 して い た。偏執 狂 の者が
一
滴の 水 を 「大

洋 」 の 如 くに 考え る，と の 言葉 も あ る。さ らに ， ラ ス

コ
ーリニ コ フ が 見 る夢 の 場面 で 思念 （思想） の 伝染が

危惧 さ れ る 。

一
方 ，

『
カ ラ マ

ーゾ フ の 兄剃 に お け る

「
大洋 」 の 譬 え は 教 導 僧 ゾシ マ の 言葉 が 回想 さ れ る 部

分 （第 6 編 ） に あ る。こ こ で は
「

大 洋 」 の 譬 え は 祈願

の 伝達 に 直接的 に 関 わ る も の で あ る が ， 間接的 に は

『
罪 と 罰』 の終盤 で 語 られ る伝染 に も関 わ っ て い る と

考 え ら れ る。

　 ド ス トエ フ ス キ ーは，登 場 人 物 た ち を 世間か ら の

「
無縁 」 の 感覚 や，野望 の 背中 を押 す

「
機縁」 の 働 き

と隣 り合 わ せ に 置 く （例 え ば ラ ス コ
ー

リニ コ フ ）。彼

らに は記 憶 や観 念 の 連 続性 が 作 用 し て い る。 ドス トエ

フ ス キーは さ ら に 祈 りな ど切 望 の 伝達性 を言う こ と に

よ っ て，人が 内心 に 抱 く
一

つ の 言 葉が 次 の 言葉 を連続

的 に 生ん で ゆ き，そ の 出所 と末端 が 思 わ ぬ と こ ろ で 明

らか に な る因果 の 不 呵思議 さ を示 す。ドス トエ フ ス

キーは D 人 と 人 と の 関係 の 断絶感，2＞人 の 思考 が

他者 に 及 ぼ す作用の 不可思議 さ を 作品 の 中に 繰 り返 し

描 き続 けた 。 こ れ を 日本人 は 作品論ある い は翻訳 の 中

で
「

縁」 の 概念 に よ っ て 捉 え て きた 。

　ドス トエ フ ス キーは
「
大 洋 」 の 譬 え を用 い る こ と に

よ っ て 世界 の 組織性 を描 く。た だ し ， 思 考 が伝染 あ る

い は 伝達 し，そ こ か ら生 じ る 出来事 す べ て が 繋が っ て

い る と見 る場合，責任 の 所在が 不明確 に な る可能性 も

含 ま れ て くる。ドス トエ フ ス キ ーは ，繋が りの 不 明 確

性 ， 思念 の 流動性 を含 む 「
大洋」 の 譬えを用い る こ と

に よ っ て，D 人 々 が 抱 く意思疎通 が 成 り立 つ 共同体

へ の 憧 れ ，
2） 内 心 の

’
言葉 が 時間や 空 間 の 隔 た り を超

え て 伝染す る ， も し く は伝 達 さ れ る こ と，
3） こ の 世

は 有機体 の よ うに 繋 が っ て い る こ と ，
4＞責任 の 所 在

が 不明 に な る こ と も 避 け ら れ な い こ と，を示 す の で あ

る。

　　　　　　　（か と う　 じ ゅ ん こ ， 大阪外国語大学）
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